
２月

３月

12月

１月
〇下旬第２3回関東地区高校放送コンクール 〇関東大会出場者

10月
〇鹿沼秋祭り　アナウンス
〇放送技術研究会（宇都宮工業高校）

〇3名程度
〇アナウンス・朗読部門
出場生徒が中心

11月
○第４4回栃高文連放送コンテスト新人大会（宇都宮工業高校） 〇全員

８月

〇上旬　鹿沼市ジュニアゴルフ大会アナウンス
○下旬　生徒及び顧問研修会（宇都宮メディアアーツ専門学校）
○一日体験学習　司会・学校紹介アナウンス

〇2名
〇２～４名程度
〇2名程度

９月
〇東陵祭　校内発表司会・発表・一般公開アナウンス 〇全員

６月
○スポーツ大会　放送準備
○第４7回放送コンテスト兼第７2回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト県予選
（宇都宮工業高校）

〇全員
〇全員

７月
○上旬　ＮＨＫ杯全国大会栃木県代表者指導会（出場者の多い学校）
〇下旬　第７2回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト全国大会（国立オリンピック
記念青少年センター・NHKホール）

〇全国大会出場者

４月

５月
〇鹿沼さつきマラソン大会　アナウンス 〇2名程度

栃木県立鹿沼東高等学校　放送部　活動方針及び年間活動計画等

目標

全体目標「全力・本気・一致団結」「みんな輝く」
○ＮＨＫ杯高校放送コンテスト全国大会、関東大会、全国総文祭の出場の入賞を目指す。
○互いの長所を認め合い、励まし合い、一人ひとりが役割を与えられ活躍できる場所にする。
○学校行事・地域行事の運営に積極的に関わり、学校と地域に貢献する。
放送部員のあるべき姿　「誇り・自信・責任」
○放送部員として誇りと責任を持ち、取材を通して「人」と真剣に向き合うことができる。
○学習を第一とし、明確な目標を立てて地道な努力を継続しているため、放送部の活動も応援してもらえ
る。
○豊かで美しい日本語を意識し、さわやかな挨拶や礼儀正しい行動が出来る。
○「周囲の人」と「時間」を大切にすることができる。

月 参加予定行事等 備考

活動
方針

○すべての部門でそれぞれが実力に応じた明確な目標を設定して、納得できる成果を出せるよう行動する。
○学校生活や授業等に支障のない範囲で、期限や時間を決めて、合理的かつ効率的に活動する。
○使ったら充電、撮ったらデータを移す、など、機材の管理を徹底する。

活動
日

活動時間

○原則として、日曜日、祭日、定期テスト1週間前を休養日とするが、大会1か月前はその限りではな
い。。

○一日の活動時間は、平日は６０分、休日は１８０分までとする。
○大会直前は平日１２０分までの延長を認める。


